
SDH（新同期インタフェース）�

SDHは、世界統一のインタフェース速度156Mbps（STM-1）を基本とした�

信号多重化方式である。1988年にCCITT（現ITU-T）により標準化された。�

この標準化はNTTが中心となり、欧米諸国を調整して作成した原案が�

全面的に採用されたものであり、今日の世界のディジタル通信の�

基本インタフェースとなった。�

Synchronous Digital Hierarchy (SDH)
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Unification of digital hierarchies


